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酒田市総合計画
後期計画

概 要 版

　人口減少社会の到来と共に少子高齢化がますます進み、環

境共生、価値観の多様化、産業構造の変革、情報・経済の国

際化などわたしたちを取り巻く状況は日々、目まぐるしく変

化しています。総合計画策定から5年が経過し、計画期間前

半を振り返り、さまざまな課題への取り組みとその進み具合

を確認しました。その上で基本計画部分の中間見直しを行い、

これを「総合計画後期計画」としてまとめました。

平成24年11月16日発行

11月4日開催された第1回酒田シティハーフマラソン
1キロ㍍の部スタート

—市政策推進課政策推進係 T26‐5704
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 ﹁
酒
田
市
総
合
計
画
﹂
は
�
平
成
17

年
11

月
１
日
の
酒
田
市
�
八
幡
町
�

松
山
町
お
よ
び
平
田
町
に
よ
る
合
併

に
あ
た
り
作
成
し
た
﹁
新
市
建
設
計

画
﹂
を
尊
重
し
�
新
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す

も
の
で
あ
り
�
平
成
19
年
９
月
に
市

民
共
有
の
指
針
と
し
て
策
定
さ
れ
ま

し
た
�

 
総
合
計
画
後
期
計
画
は
計
画
期
間

前
半
を
振
り
返
り
�
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
へ
の
取
り
組
み
と
そ
の
進
み
具
合

を
確
認
し
た
上
で
�
基
本
計
画
部
分

に
つ
い
て
中
間
見
直
し
を
行
い
�
こ

れ
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
�

 
平
成
23
年
度
に
策
定
準
備
作
業
を

開
始
し
�
本
年
７
月
に
総
合
計
画
審

議
会
（
佐
藤
淳
司
会
長 

委
員
24

名
）

の
答
申
�
９
月
に
は
酒
田
市
議
会
の

議
決
を
経
て
策
定
し
ま
し
た
�

 
後
期
計
画
に
は
総
合
計
画
審
議
会
�

酒
田
市
議
会
�
市
民
ア
ン
ケ
�
ト
�

パ
ブ
リ
�
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見

公
募
）
で
い
た
だ
い
た
数
多
く
の
ご

意
見
を
反
映
し
て
い
る
ほ
か
�
移
動

市
役
所
�
ふ
れ
あ
い
の
手
紙
な
ど
各

種
広
聴
の
機
会
に
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
�
ご
要
望
な

ど
を
基
に
今
後
５
年
間
に
計
画
的
に

取
り
組
む
べ
き
課
題
を
踏
ま
え
た
内

容
と
な
�
て
い
ま
す
�

　
総
合
計
画
後
期
計
画
の
策
定
に
あ
た

っ
て
は
、
各
具
体
策
の
進
捗
状
況
を
精

査
し
次
の
通
り
分
類
し
ま
し
た
。

⑴
計
画
の
前
半
期
間
に
完
了
し
た
も
の

⑵
検
討
熟
慮
の
上
�
廃
止
す
る
も
の

⑶
計
画
の
前
半
期
間
に
お
い
て
未
着
手

の
も
の

⑷
後
期
計
画
に
お
い
て
継
続
す
る
も
の

⑸
他
の
項
目
と
の
重
複
�
他
の
項
目
へ

の
統
合
や
実
施
主
体
が
本
市
等
で
な
く

な
�
た
も
の
な
ど

　
特
に
未
着
手
の
項
目
は
、
そ
の
理
由

を
確
認
し
た
上
で
、
後
期
計
画
へ
盛
り

込
む
か
ど
う
か
検
討
し
ま
し
た
。

　
ま
た
後
期
計
画
に
お
け
る
最
重
要
課

題
を
「
人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
対
策
」

と
と
ら
え
、
総
合
計
画
審
議
会
に
お
け

る
意
見
を
参
考
に
、
次
に
掲
げ
る
５
項

目
を
重
点
的
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

●
防
災
（
地
震
、
津
波
）
対
策

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

●
雇
用
の
場
の
確
保
に
よ
る
若
年
層
の

定
着

●
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

●
交
通
イ
ン
フ
ラ
（
道
路
、
鉄
道
、
港

湾
お
よ
び
空
港
）
の
活
用
・
整
備

　
後
期
５
年
間
に
お
い
て
も
、
本
市
に

生
ま
れ
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
故
郷
に

誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
若
者
か
ら
高
齢

者
ま
で
い
き
い
き
と
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
一
層
進

め
、
さ
ら
に
、
本
市
の
魅
力
と
特
性
を

全
国
に
発
信
し
ま
す
。
人
と
物
の
交
流

拡
大
に
よ
っ
て
、
企
業
進
出
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
、
観
光
の
振
興
を
促
し
て
い
く

た
め
に
、
市
民
、
事
業
者
そ
し
て
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
新
た
な
発
展
へ
向
か

っ
て
進
ん
で
行
け
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

後
期
計
画
の
策
定
に
あ
た
�
て

基 

本 

理 

念

人いきいき まち快適
　　未来創造都市 酒田

都市の将来像

人 ふる
さと 交流 が奏でるシンフォニー
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す
べ
て
の
市
民
が
酒
田
で
生
活
す
る

こ
と
に
希
望
と
誇
り
が
持
て
る
よ
う
に
�

地
域
の
恵
み
で
あ
る
歴
史
�
文
化
�
自

然
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
を
最
大
限
に

生
か
し
な
が
ら
�
国
内
外
に
情
報
を
発

信
し
続
け
�
人
々
の
笑
顔
が
通
い
あ
う

ま
ち
を
創
り
ま
す
�

◎
子
ど
も
た
ち
が
�
公
益
の
心
を
持
ち
�

知
�
徳
�
体
�
す
べ
て
の
面
で
大
き
く

成
長
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

◎
若
者
が
�
夢
を
実
現
で
き
�
活
躍
の

場
が
広
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す◎
す
べ
て
の
市
民
が
�
健
康
で
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す

◎
酒
田
を
愛
し
�
ふ
る
さ
と
に
自
信
と

誇
り
を
持
ち
続
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す

◎
市
民
�
地
域
�
行
政
が
強
い
信
頼
関

係
を
築
き
�
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す

◎
地
域
コ
ミ
�
ニ
テ
�
の
輪
を
広
げ
�

喜
び
と
安
心
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す

◎
豊
か
な
自
然
と
美
し
い
景
観
を
保
全
�

形
成
し
�
人
々
が
笑
顔
で
行
き
交
う
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

◎
市
民
の
創
造
力
と
地
域
の
総
合
力
を

生
か
し
�
産
業
が
大
き
く
発
展
す
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

◎
世
界
に
向
け
て
情
報
発
信
し
�
交
流

が
広
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

基 

本 

理 

念

心
豊
か
に
健
や
か
で

未
来
に
向
か
う
ま
ち
づ
く
り

誇
り
と
信
頼
に
あ
ふ
れ
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

創
造
が
世
界
に
広
が
る

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

人

ふ
る
さ
と

交
流

体系図
◎基 本 理 念

◎都市の将来像

◎施策の大綱

人いきいき まち快適 未来創造都市 酒田

重点プロジェクト

雇用創造 市民元気 個性創造 まち快適

施策の方針を実現するための具体的手法

公益の心を育むまち
元気があふれるまち
地域力が高いまち
安全と安心を実感できるまち

潤いと美しさが広がるまち
賑わいと活力に満ちたまち
明日を拓く交流のまち
市民のための質の高い行財政運営

第1章 第5章

第2章 第6章

第3章 第7章

第4章 第8章

心豊かに健やかで未来に向かうまちづくり [人]
誇りと信頼にあふれる協働のまちづくり [ふるさと]
創造が世界に広がる活気あるまちづくり [交流]
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⑴
幼
児
教
育
の
充
実

⑵
小
中
学
校
教
育
の
充
実

⑴
生
涯
学
習
の
充
実

⑵
図
書
館
活
動
の
充
実

⑴
ス
ポ
�
ツ
の
普
及
拡
大

 
施
策
の
大
綱
は
�
都
市
の
将
来
像
を

実
現
す
る
た
め
�
全
て
の
分
野
に
お
い

て
将
来
へ
の
大
き
な
目
標
を
定
め
�
そ

の
実
現
へ
向
か
�
て
取
り
組
む
各
施
策

の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
す
�

 
市
民
�
事
業
者
�
行
政
が
一
丸
と
な

�
て
各
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
本
市
の
大
き
な
発
展
に
つ
な
が
�
て

い
き
ま
す
�

⑴
芸
術
文
化
の
振
興

⑵
歴
史
�
文
化
遺
産
の
保
存
と
活
用

⑴
大
学
と
地
域
の
連
携
強
化

⑴
保
健
活
動
の
充
実

⑵
地
域
医
療
の
連
携
と
充
実

⑶
国
民
健
康
保
険
等
の
充
実

⑴
地
域
福
祉
の
充
実

⑵
高
齢
者
福
祉
の
充
実

⑶
障
が
い
者
支
援
の
充
実

⑷
児
童
福
祉
の
充
実

⑴
地
域
コ
ミ
�
ニ
テ
�
の
振
興

⑵
中
山
間
地
域
の
振
興

⑶
飛
島
の
振
興

⑴
市
民
活
動
支
援
�
市
民
相
談
の
充
実

⑵
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

⑶
国
際
交
流
�
国
内
交
流
の
推
進

⑴
消
防
�
救
急
�
救
助
の
充
実

⑵
防
災
（
災
害
対
策
�
治
山
治
水
）
体

制
の
充
実

⑶
防
犯
�
交
通
安
全
対
策
の
充
実
お
よ

び
空
き
家
対
策
の
推
進

⑴
環
境
共
生
社
会
の
実
現

⑵
廃
棄
物
対
策
の
推
進

⑶
斎
場
�
霊
園
施
設
の
整
備

明
日
を
担
う

心
豊
か
な
人
づ
く
り

健
康
で
元
気
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

地
域
が
育
ん
で
き
た
力
を

生
か
す
ま
ち
づ
く
り

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

自
然
と
共
生
し
環
境
を

保
全
す
る
ま
ち
づ
く
り

共
に
築
く

交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

地
域
で
支
え
合
う

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

世
代
を
超
え
て

学
び
あ
う
ま
ち
づ
く
り

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
明
る
く

健
や
か
な
ま
ち
づ
く
り

歴
史
と
芸
術
に
育
ま
れ
た

文
化
の
ま
ち
づ
く
り

公
益
が
広
が
る

大
学
ま
ち
づ
く
り

施
策
の
大
綱  

┃ 

未
来
を
構
築
す
る
８
つ
の
柱 

┃

第 1 章

第 2 章

第 3 章

第 4 章

第 1 節

第 1 節

第 1 節

第 1 節第 2 節

第 2 節 第 2 節

第 2 節第 3 節

第 4 節第 5 節

公
益
の
心
を

育
む
ま
ち

元
気
が

あ
ふ
れ
る
ま
ち

地
域
力
が

高
い
ま
ち

安
全
と
安
心
を

実
感
で
き
る
ま
ち

豊
か
な
個
性
を
創
造
し
、

公
益
の
心
を
育
む
ま
ち
へ

保
健
、医
療
、福
祉
が
連
携
し
、

健
康
の
喜
び
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
へ

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
、

ぬ
く
も
り
あ
る
ま
ち
へ

安
全
と
安
心
を
実
感
し
、

自
然
環
境
を
未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
へ
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⑴
安
全
で
安
心
な
上
下
水
道
の
整
備

⑵
良
質
な
居
住
環
境
の
整
備

⑶
コ
ン
パ
ク
ト
で
交
流
の
広
が
る
ま
ち

づ
く
り

⑴
公
園
都
市
構
想
の
推
進

⑵
美
し
い
景
観
づ
く
り

⑶
潤
い
の
あ
る
公
園
整
備

⑴
酒
田
港
の
機
能
充
実

⑵
酒
田
港
の
利
用
促
進

⑴
高
速
道
路
等
の
整
備
促
進

⑵
交
流
拠
点
と
な
る
庄
内
空
港
の
整
備

⑶
地
域
間
交
流
を
活
発
化
す
る
鉄
道
の

整
備

⑴
道
路
交
通
網
の
整
備
充
実

⑵
市
民
交
通
の
充
実

⑴
自
立
し
た
農
業
経
営
の
確
立
と
地
域

資
源
の
保
全
�
向
上

⑵
地
域
循
環
型
林
業
の
振
興
と
環
境
保

全⑶
つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
振
興

⑴
地
域
産
業
の
活
性
化

⑵
企
業
誘
致
の
推
進

⑴
商
業
活
動
の
活
性
化

⑴
観
光
資
源
の
充
実

⑵
観
光
資
源
の
活
用

⑴
雇
用
の
安
定
対
策

⑵
労
働
環
境
の
改
善

⑴
行
財
政
改
革
の
推
進
と
行
政
運
営

⑵
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立

⑴
市
政
へ
の
市
民
参
加
の
促
進

⑵
透
明
性
の
高
い
行
政
の
推
進

⑴
広
域
行
政
の
充
実

快
適
で
機
能
的
な

ま
ち
づ
く
り

特
色
あ
る

農
林
水
産
業
の
振
興

世
界
に
拡
が
る

国
際
公
益
拠
点
港
の
整
備

質
の
高
い

行
財
政
運
営
の
推
進

市
民
と
共
に
歩
む

行
政
の
推
進

効
率
的
で
効
果
的
な

広
域
行
政
体
制
の
充
実

地
域
活
力
を
高
め
る

高
速
交
通
網
の
整
備

生
活
基
盤
と
な
る
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備

地
域
活
力
を
支
え
る

工
業
の
振
興

個
性
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
る

商
業
の
振
興

地
域
資
源
を
生
か
し
た

観
光
の
振
興

雇
用
の
安
定
と

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

美
し
さ
に
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り

第 5 章

第 6 章

第 7 章

第 8 章

第 1 節

第 1 節

第 1 節

第 1 節第 2 節第 3 節

第 2 節第 3 節

第 2 節第 3 節第 4 節第 5 節

第 2 節

潤
い
と
美
し
さ
が

広
が
る
ま
ち

賑
わ
い
と
活
力
に

満
ち
た
ま
ち

明
日
を
拓
く

交
流
の
ま
ち

市
民
の
た
め
の
質
の

高
い
行
財
政
運
営

快
適
な
生
活
環
境
と
心
や
す
ら
ぐ
、

景
観
が
広
が
る
ま
ち
へ

地
域
を
支
え
る
産
業
が
総
合
力
を

発
揮
し
、活
力
の
み
な
ぎ
る
ま
ち
へ

交
通
基
盤
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に

よ
り
、交
流
が
拡
大
す
る
ま
ち
へ

市
民
に
開
か
れ
た
効
率
的
で
効
果
的

な
行
財
政
運
営
を
進
め
る
ま
ち
へ
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選
択
と
集
中

推
進
の
方
向
性

　
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
状
況
が

年
々
厳
し
さ
を
増
す
中
、
今
後
も
高
齢

社
会
の
進
行
な
ど
に
よ
る
義
務
的
経
費

の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
多
様
化
す

る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が
ら
、
本

市
が
更
な
る
発
展
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、「
選

択
と
集
中
」
に
よ
り
施
策
を
実
現
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
本
市
の
置

か
れ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
総
合
計

画
の
計
画
期
間
10
年
間
の
最
優
先
課
題

と
し
て
、
重
点
的
に
か
つ
横
断
的
に
目

標
値
を
定
め
て
取
り
組
ん
で
い
る
施
策

で
す
。

　
選
択
と
集
中
の
視
点
の
も
と
、
市
民
、

事
業
者
、
関
係
団
体
、
行
政
が
一
丸
と

な
っ
て
、「
雇
用
創
造
」「
市
民
元
気
」「
個

性
創
造
」「
ま
ち
快
適
」
の
４
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し

て
、
４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
有
機
的

に
結
合
し
、
総
合
力
を
発
揮
す
る
こ
と

●
も
の
づ
く
り
企
業
の
育
成
�
誘
致
を

積
極
的
に
推
進
し
ま
す
�

●
複
合
経
営
に
よ
る
農
業
所
得
の
向
上
�

地
域
材
活
用
に
よ
る
林
業
の
振
興
�
交

流
の
拡
大
に
よ
る
観
光
の
産
業
化
を
図

り
ま
す
�

●
農
林
水
産
業
と
商
工
業
の
連
携
�
農

林
水
産
業
と
観
光
の
連
携
�
６
次
産
業

化
の
推
進
な
ど
�
異
業
種
交
流
に
よ
る

新
た
な
産
業
の
創
出
を
支
援
し
ま
す
�

●
地
域
活
性
化
に
必
要
不
可
欠
な
高
速

交
通
網
の
整
備
や
港
湾
機
能
の
充
実
�

強
化
を
図
り
�
本
市
の
地
域
産
業
を
総

合
的
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
�
市
民
の

働
く
場
を
確
保
す
る
と
と
も
に
�
就
業

し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
�
市
民
所
得

の
向
上
を
図
り
ま
す
�

¡
産
学
官
連
携
に
よ
る
支
援

¡
事
業
拡
張
し
や
す
い
環
境
の
整
備

に
よ
り
、
本
市
の
最
重
要
課
題
で
あ
る

「
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
対
策
」
と

し
て
、
雇
用
の
拡
大
と
人
口
減
少
の
抑

制
を
図
り
、
本
市
の
「
夢
あ
ふ
れ
る
未

来
」
を
目
指
し
ま
す
。

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

目
指
す
も
の

雇
用
創
造

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

賑
わ
い
と
活
力
、

雇
用
を
生
み
出
す

産
業
の
創
造

地
域
を
支
え
る
基
盤
づ
く
り

1

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

重点プロジェクト

「夢あふれる未来」

雇用創造
賑わいと活力、雇用を
生み出す産業の創造

個性創造
公益の心と個性あふれる

人、地域の創造

市民元気
少子高齢化対策と
協働社会の創造

まち快適
美しく暮らしやすい安全で

安心なまちの創造

┃ 

夢
あ
ふ
れ
る

 
 
 
 
 
未
来
へ
向
け
て
の
４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

┃
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目標指標

¡
企
業
間
連
携
に
よ
る
取
引
先
企
業
開

拓
の
促
進

¡
立
地
し
や
す
い
社
会
基
盤
等
の
整
備

促
進

¡
企
業
誘
致
体
制
の
充
実

¡
立
地
優
遇
制
度
等
の
充
実

¡
リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
機
能
を
生
か
し

た
環
境
保
全
型
企
業
の
集
積

¡
京
田
西
地
区
へ
の
も
の
づ
く
り
、
情

報
関
連
企
業
の
集
積

¡
街
な
か
観
光
の
充
実

¡
着
地
型
観
光
の
推
進

¡
観
光
の
国
際
化
へ
の
対
応

¡
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
企
画

¡
認
定
農
業
者
制
度
、
集
落
営
農
組
織

等
法
人
化
の
促
進

¡
安
全
安
心
、
高
品
質
な
農
産
物
づ
く

り
の
促
進

¡
高
付
加
価
値
作
物
の
生
産
促
進

¡
農
商
工
連
携
お
よ
び
農
林
水
産
業
の

６
次
産
業
化
の
推
進

¡
食
育
・
食
農
教
育
の
実
践

¡
地
域
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り

¡
資
源
管
理
型
漁
業
の
推
進

¡
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

¡
地
元
企
業
育
成
や
企
業
誘
致
に
よ
る

就
業
機
会
の
拡
大

¡
雇
用
の
マ
ッ
チ
ン
グ
対
策
の
推
進

¡
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進

¡
職
業
能
力
向
上
対
策
の
推
進

¡
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
活
動
の
強
化

¡
内
貿
ユ
ニ
ッ
ト
貨
物
に
対
応
し
た
岸

壁
の
整
備

¡
耐
震
強
化
岸
壁
の
整
備
促
進

¡
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
早
期

完
成

¡
東
北
横
断
自
動
車
道
酒
田
線
の
整
備

促
進

¡
地
域
高
規
格
道
路
新
庄
酒
田
道
路
の

早
期
完
成

¡
酒
田
中
央
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン（
仮
称
）

の
早
期
完
成

¡
合
併
支
援
道
路
の
整
備
促
進

¡
山
形
新
幹
線
庄
内
延
伸
の
実
現

¡
羽
越
本
線
高
速
化
の
促
進

¡
庄
内
空
港
を
離
発
着
す
る
国
内
線
の

運
航
拡
充

賑
わ
い
を
も
た
ら
す

観
光
の
産
業
化

魅
力
あ
ふ
れ
る

農
林
水
産
業
の
振
興

自
立
し
た
職
業
生
活
を

営
む
安
定
雇
用
の
推
進

海
運
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と

物
流
と
人
流
の
拠
点
づ
く
り

高
速
交
通
網
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

23

456

項　　目 算出方法
策定時
（18年度）

23年度
実績

5年後目標
（24年度）

10年後目標
（29年度）

新規企業立地件数 ※1 立地実績（分譲区画数） 2件 5件（累計） 25件（累計） 50件（累計）

観光施設等入込数 入込実績 3,181千人 3,055千人 3,500千人 4,000千人

農業産出額 ※2 農林水産統計 198億円 － － －

農業収入 課税データ － － 176億円 185億円

法人化された農業経営体数 庄内総合支庁調べ 17経営体 21経営体 45経営体 93経営体

木材素材の消費量 庄内総合支庁調べ 6,665㎡ 12,418㎡ 7,500㎡ 9,500㎡

漁獲量 「山形県漁業協同組合」統
計、「山形県の水産」統計

2,380トン 3,303.8トン 2,400トン 2,500トン

漁業生産額 1,211百万円 1,140百万円 1,200百万円 1,600百万円

有効求人倍率 有効求人数／有効求職者数 0.66 0.68 1.00以上 1.00以上

取扱貨物量 山形県港湾統計 351万トン 377万トン 500万トン 600万トン

コンテナ取扱個数 山形県港湾統計 7,500TEU ※3
10,346TEU 12,000TEU 25,000TEU

日本海沿岸東北自動車道の延伸 酒田みなとＩＣ以北 調査
調査、設計、

用地買収
工事 順次供用

地域高規格道路新庄酒田道路の整備 余目酒田道路の整備 工事 工事 工事 供用

※1 工業団地の完売を目標数値として、新規雇用の創出を図ります
※2 平成20年度（平成19年度産出額）より市町村単位の集計および公表がなされていないため、平成24年度以降は課税データをベースとした目標数値を設定します
※3 コンテナターミナルの貨物取扱数などを示すために使われる単位
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●
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
�

●
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
市

民
が
積
極
的
に
地
域
コ
ミ
�
ニ
テ
�
活

動
や
市
民
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ

り
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
�

●
市
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
�
い
つ
ま
で
も

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
元
気
な
社
会
を

築
き
ま
す
�

¡
子
育
て
の
負
担
軽
減

¡
妊
娠
、
出
産
支
援
の
充
実

¡
地
域
子
育
て
支
援
機
能
の
充
実

¡
特
別
保
育
事
業
の
充
実

¡
学
童
保
育
の
充
実

¡
障
が
い
児
に
対
す
る
支
援
の
充
実

¡
企
業
啓
発
の
充
実

¡
男
女
の
出
会
い
の
場
づ
く
り
へ
の
支

援¡
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進

¡
健
全
な
介
護
保
険
運
営

¡
が
ん
検
診
の
充
実
と
受
診
率
の
向
上

¡
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予

防
対
策
の
推
進

¡
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
の
推
進

¡
地
域
で
進
め
る
健
康
づ
く
り
の
推
進

¡
介
護
予
防
、
日
常
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
充
実

¡
健
康
増
進
施
設
の
拡
充

¡
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化

¡
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
整
備

¡
中
山
間
地
域
、離
島
等
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実

¡
市
民
活
動
支
援
体
制
の
充
実

¡
東
北
公
益
文
科
大
学
地
域
共
創
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携

¡
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

た
学
習
機
会
と
情
報
提
供
の
充
実

推
進
の
方
向
性

市
民
元
気

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

少
子
高
齢
化
対
策
と

協
働
社
会
の
創
造

子
ど
も
を
産
み

育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り

い
つ
ま
で
も
、い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
健
康
地
域
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

1

23

目標指標

項　　目 算出方法
策定時
（18年度）

23年度
実績

5年後目標
（24年度）

10年後目標
（29年度）

出生数 住民基本台帳調べ（暦年） 864人 728人 730人 730人

がん（胃がん・大腸がん）検診受
診率

検診対象者における検診受診
者の割合

胃がん
30.9％

大腸がん
36.0％

胃がん
32.0％

大腸がん
40.5％

胃がん
45.0％

大腸がん
45.0％

胃がん
50.0％

大腸がん
50.0％

メタボリックシンドロームの該
当者および予備群の減少率

該当者および予備群（40歳～
74歳）の減少割合（対平成18

年度比）

推計
17,000人

推計
12,000人
△29.4％

△10.0％ △25.0％

要介護認定率
高齢者人口における要介護認
定者数の割合

16.1％ 19.6％ 19.6％ 19.6％

地域コミュニティ施設利用者数 利用者数実績 40万人 36.5万人 36万人 38.5万人 

市民・まちづくり活動団体数
（ＮＰＯ法人含む）

設立団体数実績 154団体 201団体 205団体 220団体

各種審議会等委員への女性の
参画率

女性委員／全委員数 25％ 25.9％ 30％ 35％
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●
家
庭
や
学
校
�
地
域
が
一
体
と
な
�

て
�﹁
公
益
の
心
﹂
を
育
み
�
夢
あ
ふ

れ
る
未
来
に
向
か
う
酒
田
�
子
を
育
成

し
ま
す
�

●
生
涯
学
習
活
動
や
ス
ポ
�
ツ
・
レ
ク

リ
エ
�
シ
�
ン
に
親
し
み
と
生
き
が
い

を
感
じ
な
が
ら
�
学
ん
だ
成
果
を
地
域

づ
く
り
に
生
か
せ
る
人
づ
く
り
を
進
め

ま
す
�

●
風
格
あ
る
歴
史
と
伝
統
文
化
�
進
取

の
気
風
を
継
承
し
�
人
づ
く
り
と
一
体

と
な
�
て
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進

め
ま
す
�

¡
特
色
あ
る
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の

推
進

¡
確
か
な
学
力
の
向
上

¡
道
徳
教
育
お
よ
び
体
験
活
動
の
充
実

¡
読
書
活
動
の
推
進

¡
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上

¡
特
別
支
援
教
育
お
よ
び
教
育
相
談
体

制
の
充
実

¡
学
区
改
編
お
よ
び
統
合
再
編
の
検
討
、

実
施

¡
各
年
代
期
に
適
し
た
学
び
と
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進

¡
生
き
が
い
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
へ

の
支
援
の
充
実

¡
健
康
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
普
及

¡
図
書
館
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

¡
民
俗
芸
能
、
伝
統
行
事
の
保
存
、
継

承
と
活
用

¡
自
主
的
文
化
活
動
の
促
進
と
企
画
運

営
が
で
き
る
人
材
育
成

¡
さ
か
た
歴
史
街
道
事
業
の
推
進

¡
歴
史
文
化
、
自
然
資
源
の
観
光
活
用

¡
歴
史
の
街
づ
く
り
の
推
進

推
進
の
方
向
性

個
性
創
造

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

公
益
の
心
と

個
性
あ
ふ
れ
る
人
、

地
域
の
創
造

未
来
に
向
か
う

酒
田
っ
子
の
育
成

生
涯
学
習
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
た
人
づ
く
り
、ま
ち
づ
く
り

歴
史
と
文
化
が
織
り
な
す

人
づ
く
り
、ま
ち
づ
く
り

1

23

目標指標

項　　目 算出方法
策定時
（18年度）

23年度
実績

5年後目標
（24年度）

10年後目標
（29年度）

公益、道徳性を養う体験活動
の割合

小・中学校の実施校数の割合 46.6％ 54.1％ 100.0％ 100.0％

体力向上の割合
小学３年生の50ｍ走の平均タ
イム

（ ）内は平成18年度の参考数値

市平均
（男子10.41秒）
（女子10.54秒）

男子10.41秒
女子10.54秒

県平均以上
（男子10.33秒）
（女子10.50秒）

全国平均以上
（男子10.18秒）
（女子10.49秒）

不登校児童と生徒の割合 全児童生徒に対する出現率
小0.10％
中2.50％

小0.17％
中1.96％

小0.10％未満
中1.90％

小0.10％未満
中1.30％

生涯学習事業の満足度 アンケート調査 73％ 87％ 83％ 85％

図書館利用の割合
館外貸出冊数 457,000冊 569,505冊 575,000冊 635,000冊

館外貸出人数 127,000人 155,163人 157,000人 164,000人

運動習慣者の割合の増加 アンケート調査
男36.2％ 男40.2％ 男45.0％以上 男45.0％以上

女33.2％ 女32.6％ 女40.0％以上 女40.0％以上

民俗芸能保存団体の育成、組
織化

民俗芸能保存会登録団体数 24団体 32団体 33団体 36団体

市民芸術祭入場者数 入場者数実績 23,500人 26,939人 26,500人 27,000人

文化施設の利用者数 利用者数実績 276,000人 230,161人 281,000人 286,000人
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●
市
民
参
加
に
よ
る
公
園
都
市
構
想
や

酒
田
ら
し
い
美
し
い
景
観
づ
く
り
を
推

進
し
な
が
ら
�
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
す
べ
て
の
人
が
快
適
に
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
ユ
ニ
バ
�
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
�

●
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
�

建
物
の
耐
震
化
を
進
め
る
一
方
�
市
民

が
地
域
防
災
に
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
を
築
き
ま
す
�

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
�
の
活
用
や
省

エ
ネ
ル
ギ
�
施
策
を
推
進
し
�
環
境
に

や
さ
し
い
循
環
型
社
会
に
向
け
て
�
み

ん
な
が
参
加
し
行
動
す
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
�

¡
市
民
参
加
に
よ
る
公
園
づ
く
り
の
推

進¡
緑
化
、
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

推
進

¡
緑
化
の
推
進

¡
市
民
へ
の
景
観
啓
発
活
動
の
充
実

¡
景
観
形
成
重
点
地
域
の
指
定

¡
景
観
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援

¡
公
共
施
設
耐
震
化
の
推
進

¡
住
宅
耐
震
化
の
た
め
の
支
援
制
度

¡
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
解
消

¡
雨
水
幹
線
排
水
路
の
整
備

¡
消
防
団
の
体
制
強
化

¡
自
主
防
災
組
織
に
対
す
る
支
援

¡
自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

¡
環
境
保
全
活
動
の
促
進

¡
ご
み
減
量
情
報
の
提
供
お
よ
び
普
及

啓
発
活
動
の
推
進

¡
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進

¡
生
活
排
水
対
策
事
業
の
推
進

推
進
の
方
向
性

公
園
都
市
構
想
の
推
進

美
し
い
景
観
づ
く
り

災
害
に
強
い
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り

み
ん
な
で
つ
く
る

循
環
型
社
会

1234

基 

本 

指 

標

目標指標

項　　目 算出方法
策定時
（18年度）

23年度
実績

5年後目標
（24年度）

10年後目標
（29年度）

手づくり公園事業の推進 実施公園数 66箇所 103箇所 124箇所 198箇所

美化サポーターの登録人数 登録人数 7,100人 10,584人 10,600人 11,000人

景観形成重点地域の指定数 指定地域数（累計） 0地域 2地域 3地域 6地域

住宅の耐震化率 耐震化率 68％ － 80% 90%

危険ブロック塀の解消 危険箇所数 100か所 92か所 50か所 0か所

自主防災組織率 組織率 79.1% 91.5% 95.0% 100.0%

市民１人当たりのごみ排出量
家庭系の普通ごみ１人１日当た
りの排出量

756ｇ 717.73ｇ 674ｇ 652ｇ

リサイクル率 ごみ資源化量／ごみ排出量 18.6% 16.9% 23.7% 25.1%

下水道等普及率 使用可能人口／人口 74.4% 91.7% 93.1% 100.0%

ま
ち
快
適

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

美
し
く
暮
ら
し
や
す
い

安
全
で
安
心
な
ま
ち
の

創
造
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人
口
は
、
出
生
数
と
死
亡
数
の
差
で

あ
る
「
自
然
動
態
」
の
増
減
と
、
転
出

者
数
と
転
入
者
数
の
差
で
あ
る
「
社

会
動
態
」
の
増
減
に
よ
り
変
動
し
ま

す
。
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
数
値

に
掲
げ
た
よ
う
に
、「
自
然
動
態
」
で
は
、

出
生
数
の
現
状
維
持
を
図
り
、
検
診
や

健
康
づ
く
り
の
充
実
に
よ
り
元
気
な
高

齢
者
を
増
や
す
こ
と
で
人
口
減
少
を
抑

え
ま
す
。
ま
た
、「
社
会
動
態
」
で
は
、

企
業
誘
致
、
地
場
産
業
の
振
興
に
よ
り

雇
用
拡
大
を
図
り
、
観
光
や
農
林
水
産

業
に
つ
い
て
も
新
規
雇
用
を
生
み
出
す

こ
と
に
よ
り
社
会
動
態
の
均
衡
を
維
持

し
、
人
口
減
少
を
抑
え
ま
す
。

　
世
界
規
模
で
の
産
業
構
造
の
変
化
、

価
値
観
の
多
様
化
、
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
等
、
本
市
を
取
り
巻
く
状
況
の

厳
し
さ
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
市
民
や
関

係
団
体
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
産

業
振
興
に
よ
る
雇
用
の
拡
大
、
子
ど
も

を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
整
備
を
は
じ

め
、
各
種
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
人
口
減
少
を
よ
り
緩
や
か
な
も
の
に

し
な
が
ら
、
平
成
29
年
度
の
総
人
口
目

標
を
11
万
人
と
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
さ
ら
に
健
全
な
財
政
運
営

を
進
め
、
本
計
画
に
掲
げ
た
施
策
を
着

実
に
実
施
し
て
い
く
た
め
に
は
、
合
併

効
果
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
追
求
し
、
新

行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
実
行
と
施

策
評
価
等
で
の
事
業
見
直
し
を
徹
底
し
、

効
率
的
、
効
果
的
な
財
政
運
営
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持
し
つ

つ
、
本
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
各
種

施
策
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
一
方
、

選
択
と
集
中
に
よ
り
将
来
的
に
も
安
定

し
た
財
政
運
営
に
留
意
し
て
い
き
ま
す
。

①
投
資
事
業

　
計
画
期
間
中
の
投
資
事
業
は
、
新
市

建
設
計
画
策
定
時
に
設
定
し
た
単
年
度

38
億
円
で
10
年
間
と
し
た
３
８
０
億
円

以
上
を
目
標
と
し
て
、
国
・
県
等
の
特

定
財
源
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
、
合
併

特
例
債
や
過
疎
対
策
事
業
債
な
ど
有
利

な
起
債
の
活
用
期
限
や
財
政
中
期
展
望

を
踏
ま
え
て
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

②
ソ
フ
ト
事
業

　
ソ
フ
ト
事
業
の
新
規
実
施
、
拡
充
に

つ
い
て
は
、
既
存
事
業
を
見
直
し
、
合

併
効
果
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
の

更
な
る
追
求
、
市
民
と
の
協
働
、
民

間
活
力
の
導
入
に
よ
る
財
政
の
ス
リ
ム

化
等
に
よ
り
財
源
確
保
を
図
り
な
が
ら
、

効
果
的
、
効
率
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
歳
入
確
保

　
企
業
誘
致
施
策
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
雇
用
対
策
・
経
済
対
策
を
積
極
的

に
推
進
し
、
自
主
財
源
の
根
幹
で
あ
る

税
収
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

④
計
画
期
間
中
の
財
政
指
標

　
実
質
公
債
費
比
率
を
は
じ
め
と
す
る

健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て
は
、
各
設

定
基
準
値
以
下
に
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

基 

本 

指 

標

●酒田市の将来推計人口

┃ 

人
口
減
少
を
抑
え
�効
果
的
な

 
 
 
 
 
  

財
政
運
営
を
実
施
し
ま
す 

┃

（人）

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

117,577人
112,426人

106,880人
100,767人

81,767人
88,068人

94,433人

13.7％ 12.6％ 11.6％ 11.0％ 10.6％ 10.2％ 9.9％

60.4％
59.3％

56.7％
54.4％

53.1％ 52.3％
51.6％

25.9％

65歳～

28.1％
31.7％

34.6％
36.3％

37.5％
38.5％

平
成
17

年

平
成
47

年

平
成
42

年

平
成
37

年

平
成
32

年

平
成
27

年

平
成
22

年

15～64歳 0～14歳

国立社会保障・人口問題研究所による推計（平成20年12月）

人
口
フ
レ
ー
ム

財
政
運
営
の
方
針
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地
域
社
会
が
抱
え
る
課
題
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
置
か
れ
た
立
場
や
状
況
、
価
値

観
な
ど
に
よ
り
多
種
多
様
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
的

確
に
対
応
し
、
効
果
的
で
効
率
的
な
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
市
民

と
行
政
が
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る

市
民
と
行
政
の
情
報
共
有
の
た
め
に
、

市
広
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通

じ
て
情
報
を
提
供
し
、
市
民
へ
の
情
報

公
開
を
積
極
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
し

て
市
民
意
見
を
施
策
に
反
映
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
参
画
に
よ
る
計
画

策
定
や
事
業
の
実
施
、
そ
し
て
事
業
の

評
価
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
社
会
に
一

層
関
心
を
も
ち
、
主
体
的
に
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
こ
の
総
合
計

画
後
期
計
画
を
大
き
く
推
進
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
計
画
の
策
定
・
実
行
は
、
目
標
（
計

画
）
づ
く
り
（P

lan

）
か
ら
始
ま
っ
て
、

行
動
（D

o

）
→
確
認
（C

heck

）
→
改

善
（A

ction

）
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
常
に
繰
り
返
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
計
画
は
、
達
成
お
よ
び
進
捗
状
況

を
毎
年
度
確
認
し
、
そ
の
内
容
を
常
に

公
表
し
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
予
算
化
さ

れ
る
各
事
業
は
、
そ
の
選
択
や
実
施
方

法
が
適
切
で
あ
る
か
、
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
か
を
評

価
し
、
そ
の
結
果
を
公
表
し
ま
す
。

●
酒
田
市
総
合
計
画
後
期
計
画
全
文
は
�

市
の
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
（
ア
ド
レ
ス
は

http://w
w

w
.city.sakata.lg.jp/

）
で
ご

覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
�
市
役
所
お
よ
び

各
総
合
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
�

 
内
容
に
つ
い
て
は
市
政
策
推
進
課
政

策
推
進
係
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
�

T
２
６
︲
５
７
０
４

4
２
６
︲
３
６
８
８

Ｅ
メ
�
ルseisaku

＠city.sakata.lg.jp

 総合計画をテーマとした出前講座を実施しています。
出前講座のメニューは、このほかにも市政のさまざま
な分野に関するものを用意しています。気軽に利用し
てください。
 出前講座については市政策推進課広報広聴係へ
問い合わせてください。
T26‐5706

Eメール koho@city.sakata.lg.jp

 酒田市総合計画後期計画全文は、市ホームペー
ジ（アドレスはhttp://www.city.sakata.lg.jp/）でご覧
いただけるほか、市役所および各総合支所で配布し
ています。
 内容については市政策推進課政策推進係へ問い
合わせてください。
T26‐5704 626‐3688

Ｅメール seisaku@city.sakata.lg.jp

酒田市総合計画全文を
ご覧いただけます

市
民
と
共
に
取
り
組
む

ま
ち
づ
く
り

計
画
の
確
実
な
実
行
を

目
指
し
て

計
画
推
進
の
た
め
に

計画づくり
行動

確認

改善

市民による計画づくりを進め、
寄り市民の意見を反映した計
画とします

市民と行政が協働して
町づくりを進めます

進捗状況を毎年度確認し、
それを常に公表します

必要に応じて修正や改
善を加えます

Plan
Do

Check
Action

┃ 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と

 
 
 
 
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
実
践 

┃

酒田市総合計画後期計画の
出前講座を実施しています


